






生焼けの須恵器であるとした方が、現段轄では賢明で

あろう。加えて、前掲書①に挙げた中で紹介されてい

る竜王町鏡山古墳-出土の胸馬が、この鏡山吉窯土止群の

一角に位置していることを念頭に入れて考えるのなら

ば、やはり陶馬の出土地が地理的には須恵器生産地や

その周辺に関連し、社会階層的には須恵器生産に関係

していた人々に付随するものであることは疑いない。

3 つめに、いず、れの土馬も 7~8 世紀の古い時期の

もので占められていることである。⑥、⑦は包含層出

土の為、詳縮な時期は分からないが、鏡山古窯牡群の

須恵器生産はおおよそ 8世紀代で規模の縮小化が著し

いことから、時期を下げて考えても 8世紀代というこ

とになり、時期的な一様化を呈しているのである。そ

の中でもあえて序列を見いだそうとするならば、製作

手法の差異に求めるしかない。

しかしながら、吉式土馬の範嬬に入るこれらの一群

は、前述したようにほとんどが写実的である。

大橋氏は前掲書①で、初現期のものと奈良時代のも

のとの違いを頭部や腕部@脚部などに着目しておられ

るが、今回それらの方法に従って判別を行ってみると

中空腕部を有するcr③⑤は古い様相を畏す。

④は頭部より上しかないが、写実的で頭昔

日月状ではないことから古い一群に位置づけられよう。

また⑦は、頭部が残存するのみであるが、写実的な

目、耳などは、上記と同じグループであることを初備

させる。

一方、②、⑥は中実の細い腕部構造を有し、前者の

一群より後出することになる。事実、手綱等が表現さ

れず簡略化傾向は否めないし、脚部も逆V字形に近い。

しかしながら、これら 2つも全体的なシャープさに

は欠けており、②、⑥などは「犬J的要素よりも未だ

「馬J的な雰間気が感じられることから、それほど長

い時期差はないものとみられ、 7~8 世紀を範囲とす

る新!日関係になるだろう。

4. Ij¥ ~話

今回は、野洲町内の土馬を集成するという観点に基

づいている為、詳細な検討は試みていない。

しかしながら、これほどの古式土馬の類例があり、

その中に淘馬も存在するのは、注目すべきである。

いけにえを前提として製作された土馬は、生j馬の殉

殺に代わるものとして、祈雨祭龍、墓前祭把などに用

いられたと考えられているが、中でも水や崇りと深く

関わることは、今までの研究から指摘されている。⑧

①~⑤の土師饗の土持は、溝や水路、井戸を意識し

たと思われる土坑などから見つかっており、従来の説

を肯定的に支えている。

一方の陶馬は、類例が少ない為言及はできないが、

いわゆる土馬とは異なった使用居的も少なから

していたであろう。ただ単に須恵器の生慮地であった

がゆえに、土師質ではなく須恵器にしたのか、それと

も他に特別な意味をもって製作したのだろうか。前述

の鏡山古墳出土例は、追葬や墓前祭紀の可能性を示唆

するものとして念頭においておかねばならない。

(角建一)
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ただ¥これら道教的思想に基づく!被の意識は律令

とともに中国から入ってきたものであるから、 7世

紀代の古式土馬がみられるということは、大陸との

関係が強かったか、あるいは直接人々の移入があっ

たことを想像させるものである。
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